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今年度も耐震実験センターならではの重要な実験が多く行われました。特に鋼製橋脚の水

平2方向載荷ノ¥イプリッド実験で、l士、径 400mmの円形断面および断面寸法450mmx450mmの

矩形断面、高さ約2.4mの比較的大きな試験体を多数本用意し、本学独自に開発された3方

向L京集中型載荷装置、コンピュータ制御で、きる3本のアクチュエータ(2000kN2本、 1000kN1

本)、高度な解析および制御プログラミング開発技術を活用してなされたもので、他大学、研究

機関では簡単には実施できない実験です。

このテーマは中国東南大学からの大学院博士課程3年生の衷輝輝君の学位論文の中心テ

ーマとしてなされたものです。実験の結果、一方向地震入力で照査している現行の設計基準

では危険な場合があることが確かめられました。実験は限られた橋脚寸法パラメータで行って

いるため、新たな設計基準を作るためには、さらに多くの実験が必要ですが、重要な問題提起

がなされたと思われます。本学は地方の私立大学ですが、世界最先端の研究をリードしている

といえます。

一方、新しい興味ある実験として、近年の東北地震以降各市町村で設置が多くなった防災

用スピーカー柱の風による振動に対する制震実験があります。これはある企業から依頼された

実験ですが、風振動によりスピーカーが落下した事故があり、これを防止するためのものです。

実際の柱長さは約14mあり、耐震実験センターでできる最長のもので、フロアーに別途作製し

た振動台を設置し、等価質量の約3倍の重錘を乗せて sin波加振実験を行い、固有振動数確

認実験、新規に開発したフードダンパーによる制震装置の制震効果を調べる実験を行い、そ

の効果が確かめられました。この他にも、ピンガムダンパー、極軟鋼ダンパー、補修橋脚の耐

震性能実験などが行われています。

耐震実験センターは、我が国の大学では特に優れた施設であるため、今後も一層産官学

連携した耐震、制震実験が多く行われ、社会に役立てていくことが望まれます。
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